
関西医科大学看護学部　卒業後アンケート　2期生（2019年度入学生）
回答：27人（98人中）

以下の1から8の項目は、現在の関西医科大学看護学部が策定した卒業時の到達目標です。ご自身のご判断で構いませんので、現在の到達度について該当する回答項目欄にチェックを入れてください。



以下自由記述欄（複数回答有）

分類 回答数

分析 1

分類 回答数

解剖生理 4

病態 2

統計 1

分類 回答数

分類 回答数

実習 1

3基礎力

・部活動

4.【自由記述】看護師、保健師あるいは助産師になってから大学時代の学校生活で役立ったと思われることがあればお書きください。

その他 4
・助産師コースの先生方のご教授

記述内容

・実習を通して、患者とのコミュニケーション方法を考えながら動いたことで、就職してから患者の声に

　傾けることができた。

・大学外での課外活動、コミュニティの参加

・部活動や看護学部の同期と今でも会って励まし合えること

3

1.【自由記述】先出の項目以外で、卒業時到達しておかなければならない能力があればお書きください。

記述内容

2.【自由記述】看護師、保健師あるいは助産師になってから大学時代もっと勉強しておけばよかったと思われる授業科目等があればお書きください。

記述内容

その他 5

・臨床では学べないような国際看護学や社会情勢

・介護認定制度や地域の病院の役割について

・新生児について

・社会人基礎力

・倫理観

・実習と医療現場で使う英語

3.【自由記述】看護師、保健師あるいは助産師になってから大学時代の勉強で役立ったと思われる授業科目等があればお書きください。

記述内容

・統計学

・実習で関連図を用いて、幅広い視点から患者のアセスメントを繰り返し行ったこと

・実習科目全般

・助産師コースの授業科目全般

・母性看護学、母性看護論、母性看護論演習、母性看護論実習

・倫理学

授業
・グループワークを通して色々な人の意見を聞き、グループで最善の看護などについて話し合えたことは

　働き始めてからもカンファレンスの場などで役に立った

・模型を使った実践的な看護やグループワーク

・データ分析の能力

・他職種に対し自身の意見を的確に伝え、円滑にコミュニケーションを図れること

　多方面での折り合いの付け方など

・コミュニケーション能力、社会人基礎力、新人看護師としての積極性

・基礎看護技術と統合実習

・薬理学

・相手の状態や背景を想像する力

授業

実習

・演習科目全般

6

4


